
UNSCEAR2013年報告書（2/9）
公衆の被ばく線量評価の概要

1. 評価はできるかぎり測定データに基づいて行った
2. 事故後1年間に公衆が受けた被ばく線量を評価。対象

は、20歳（成人）、10歳（小児）、1歳（乳児）
3. 事故後10年間及び80歳までに被ばくする線量を予測
4. 実測値に基づいて状況を客観的に評価するため、でき

るだけ現実に即したモデルを使用
5. 最初の1年間に講じられた防護措置により回避された線

量も推定

国際機関による評価
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公衆の被ばく線量評価に使われたデータ国際機関による評価

利用した測定値等

1. 外部被ばく及び吸入による内部被ばく
① 地上で、及び航空機により測定された放射性物質の地表面の沈着密度
② 事故炉から放出された放射性物質の種類と量の推定値と大気中拡散シ
ミュレーションにより推定された大気中および地表面の放射性物質濃度

2. 経口摂取による内部被ばく
・食品及び飲料水中の放射性物質濃度

① 1年目：市場に流通した食品及び飲料水中の放射性核種濃度の測定
データ

② 2年目以降：土壌汚染濃度データからシミュレーションにより推定
した食品中の放射性物質濃度。海産物については福島県沖海域での
測定データ及び放射性核種拡散シミュレーションにより推定した海
水中の放射性物質濃度。

・日本人の食品摂取量（国民健康・栄養調査）
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